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平成 30 年４月 24 日 

各  位 

会 社 名 ＫＩホールディングス株式会社 

代 表 者 名 取締役社長 山口 常雄 

(コード番号 6747 東証第 2部) 

問 合 せ 先 取締役 若林 秀和 

(TEL  045－826－6711) 

当社の親会社 株式会社 小糸製作所 

代 表 者 名 取締役社長 三原 弘志 

(コード番号 7276 東証第 1部) 

平成 30 年９月期 第２四半期累計期間 業績予想値と実績値との差異、 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

平成 29 年 10 月 25 日に開示いたしました平成 30 年 9 月期第２四半期累計期間の業績予想値と本日公表の

実績値に差異が生じましたので、お知らせいたします。 

あわせて最近の業績動向を踏まえ、平成 29 年 10 月 25 日に開示いたしました平成 30 年 9 月期通期の業績

予想について下記の通り修正しましたので、お知らせいたします。 

記 

１． 平成 30 年 9月期 第２四半期累計期間(平成 29 年 10 月 1 日～平成 30 年 3月 31 日)業績予想数値と 

実績値との差異

（１）差異の内容 

－１．連結業績 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益

１株当たり 
四半期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

27,000 
百万円

2,900
百万円

2,900
百万円 

1,900 
円 銭

45.85

実  績  値(Ｂ) 26,669 3,552 3,593 2,367 57.14

増 減 額(Ｂ－Ａ) △330 652 693 467 － 

増 減 率 (％) △1.2 22.5 23.9 24.6 － 

(ご参考) 前期実績 25,384 2,294 2,423 1,477 35.67

－２．個別業績 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

110 
百万円

△450
百万円

1,500
百万円 

1,820 
円 銭

43.92

実  績  値(Ｂ) 201 △418 1,494 1,813 43.78

増 減 額(Ｂ－Ａ) 91 31 △5 △6 － 

増 減 率 (％) 83.0 － △0.4 △0.3 － 

(ご参考) 前期実績 172 △429 1,076 1,229 29.66
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（２）差異の理由 

   －連結：売上高につきましては、公共事業向けの売上減少により、減収となりました。営業利益、経常利

益及び親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、原価低減等により増益となりました。 

－個別：売上高につきましては、補給部品の出荷増により、増収となりました。これを受けて営業利益に

つきましても増益となりましたが、受取配当金の減少により、経常利益及び四半期純利益は減益

となりました。 

 

２．平成 30 年 9 月期 通期(平成 29 年 10 月 1 日～平成 30年 9 月 30 日) 業績予想の修正 

(１) 修正の内容 

－１．連結業績 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

47,000 
百万円

4,000
百万円

3,800
百万円 

2,400 
円 銭

57.92

今回修正予想(Ｂ) 47,400 4,400 4,400 2,700 65.17

増 減 額(Ｂ－Ａ) 400 400 600 300 － 

増 減 率 (％) 0.9 10.0 15.8 12.5 － 

(ご参考) 前期実績 44,819 3,502 3,704 2,021 48.79

 

  －２．個別業績 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

210 
百万円

△930
百万円

2,040
百万円 

2,440 
円 銭

58.88

今回修正予想(Ｂ) 450 △820 2,110 2,450 59.13

増 減 額(Ｂ－Ａ) 240 110 70 10 － 

増 減 率 (％) 114.3 － 3.4 0.4 － 

(ご参考) 前期実績 324 △838 1,013 1,227 29.63

 (２) 修正の理由 

   －連結：売上高につきましては、中国高速鉄道向けの売上増加により、増収となる見通しであります。営

業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、売上高の増加及び原価

低減等により、増益となる見通しであります。 

－個別：売上高につきましては、補給部品の出荷増により、増収となる見通しであります。営業利益、経

常利益につきましては、売上高の増加及び経費の減少等により、増益となる見通しであります。 

 
（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は、今後さまざまな要因に 

よって予想数値と異なる場合があります。 

以  上 


